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市
民
の
声
・
６
月
定
例
会
・
編
集
後
記 

16

５月の風と、子どもたち
～市役所こいのぼり掲揚（４月２５日（木））～

西郷保育園とババール園の年長児の皆さんが、

こいのぼりの歌を大きな声で合唱しました。



３月
平成３１年

第２回

定例会

―  総合計画施策の着実な実施に配慮した予算を審査

保育所運営に18億4800万円

― 公立保育園の運営、私立保育所、認定こども

園への委託を行う

Ｑ

保
育
の
無
償
化
の
対
象
は

Ｑ

財
源
・
負
担
割
合
は

Ａ

令
和
元
年
度
は
全
額
を
国
が

補
助
。
次
年
度
以
降
は
、
私
立

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
届

出
保
育
施
設
は
、
国
１
／

２
、

県
１
／

４
、
市
１
／

４
を
負
担
。

公
立
保
育
所
は
市
が
全
額
負
担

し
、
消
費
税
増
収
分
を
充
て
る
。

がん検診に8000万円

― がんの早期発見および死亡者数を減少させる

ため、がん検診を実施する

Ｑ

罹
患
率
は

Ａ

人
口
10
万
人
あ
た
り
の
年

齢
調
整
罹
患
率
で
は
、
鳥
取

県
が
全
国
７
番
目
の
多
さ
。

Ｑ

受
診
率
を
上
げ
る
た
め
の

今
後
の
取
り
組
み
は

Ａ

わ
か
り
や
す
い
受
診
券
や

手
引
き
の
作
成
、
新
聞
折
り

込
み
や
成
人
式
で
の
受
診
勧

奨
チ
ラ
シ
配
布
、
イ
ベ
ン
ト

で
の
声
か
け
を
行
う
ほ
か
、

21
歳
・
41
歳
・
61
歳
の
自
己

負
担
金
の
無
料
化
を
行
う
。

保健事業費に1100万円

― データヘルス計画などに基づく保険事業を実

施する

Ｑ

特
定
健
診
の
受
診
率
と
対

策
は

Ａ

市
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、

平
成
28
年
度
18
・
５
％
、
平
成

29
年
度
20
・
０
％
と
、
と
も
に

県
内
で
最
下
位
。
平
成
30
年

度
は
、
受
診
料
無
償
化
、
わ

か
り
や
す
い
受
診
券
や
手
引

き
の
作
成
、
年
２
回
の
受
診

勧
奨
な
ど
を
行
い
、
受
診
率

20
・
０
％
を
超
え
る
見
込
み
。

令
和
元
年
度
は
、
は
が
き
・

電
話
で
の
受
診
勧
奨
を
行
う
。

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
過
ご
せ
る
ま
ち

もうかる6次化・農商工連携支援事
業に1400万円

― ６次産業化に取り組む農業者を支援する

Ｑ

事
業
を
受
け
る
要
件
は

Ａ

自
ら
生
産
、
加
工
、
販
売

を
行
う
認
定
農
業
者
で
、
事

業
で
扱
う
農
林
水
産
物
は
事

業
主
体
が
50
％
以
上
を
生
産

す
る
こ
と
。
支
援
事
業
の
実

施
期
間
は
３
年
以
内
。

Ｑ

今
後
の
計
画
は

Ａ

関
金
地
区
の
認
定
農
業
者

を
対
象
。
今
年
度
は
加
工
品

直
売
施
設
の
設
置
・
整
備
。

次
年
度
か
ら
は
農
業
用
施
設
、

機
械
な
ど
を
充
実
す
る
計
画
。

観光施設維持管理事業（関金地区）に
480万円

― 観光施設の適正な管理運営のための修繕など

Ｑ

道
の
駅「
犬
挟
」
ド
ッ
グ
ラ

ン
整
備
に
あ
た
り
、
ペ
ッ
ト

業
界
な
ど
と
の
連
携
は

Ａ

人
と
動
物
の
未
来
セ
ン

タ
ー「
ア
ミ
テ
ィ
エ
」（
鳥
取
県

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
）な
ど
と

相
談
し
な
が
ら
事
業
を
進
め

た
い
。

Ｑ

既
存
施
設
と
の
差
別
化
は

Ａ

地
域
の
知
恵
の
詰
ま
っ
た

も
の
で
、
よ
り
差
別
化
が
図

れ
る
内
容
に
で
き
れ
ば
。

ポップカルチャーによる観光客等
誘致促進事業に540万円

― ポップカルチャーを活用した観光客誘致を行う

Ｑ

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
は

Ａ

市
が
実
施
主
体
と
な
り
、

（
株
）
グ
ッ
ド
ス
マ
イ
ル
カ
ン

パ
ニ
ー
に
委
託
、
実
施
す
る
。

秋
ご
ろ
の
開
催
を
想
定
。

Ｑ

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
を

Ａ

ひ
な
ビ
タ
♪
応
援
団
や
、

今
後
で
き
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

な
ど
、
若
者
が
企
画
立
案
に

も
関
わ
る
状
態
が
で
き
れ
ば
、

新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
次
々
生

ま
れ
た
り
、
新
し
い
情
報
発

信
が
で
き
る
と
思
う
。

い
き
い
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園

認
可
外
保
育
所

0～2歳

住
民
税
非
課
税

世
帯

・ 

住
民
税
非
課
税
世
帯

・ 

保
育
の
必
要
性
あ
り

3～5歳

す
べ
て

保
育
の
必
要
性
あ
り

出産手当金支給に180万円

― 第３子以降を出産した母親に対して、１子

につき２万円を支給する

Ｑ

増
額
の
検
討
は

Ａ

出
産
手
当
金
の
２
万
円
は

出
産
に
対
す
る
補
助
と
い
う

意
味
で
は
な
く
、
お
祝
い
と

い
う
側
面
が
大
き
い
。

　
出
産
さ
れ
た
人
に
対
す
る

助
成
や
子
育
て
に
対
す
る
助

成
は
、
別
の
角
度
か
ら
で
も

補
助
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

令和元年度当初予算 
一般会計 ２７９億６６６０万２千円

■前年度（５月補正後）比較 
　　　　２．２％、５億９００４万５千円増

■１４の特別会計の予算総額 
　　　　１４９億８８７６万９千円

■水道事業（企業会計）の予算額 
　　　　１３億１４８１万円

Ａ
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令和元年度当初予算について質疑が行われました

※ １００万円未満（１，０００万円未満の事業の場合は、１０万円未満）の事業費を切り捨て。

安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

交通安全対策に1100万円

― 交通安全の推進を図り、安心して暮らせる

生活環境を構築する

Ｑ

運
転
免
許
証
自
主
返
納
後

の
交
通
弱
者
へ
の
対
応
は

Ａ

自
主
返
納
支
援
事
業
は
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
目

的
に
、
自
主
返
納
の
後
押
し

に
な
れ
ば
と
始
め
た
も
の
。

　
買
い
物
・
通
院
な
ど
に
不

便
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
実
態

だ
と
思
う
。
自
主
返
納
後
の

移
動
手
段
の
確
保
な
ど
は
、

公
共
交
通
な
ど
で
補
う
。
関

係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
検

討
を
十
分
に
し
て
い
き
た
い
。

水防対策に1400万円

― 水害被害軽減のため、水害ハザードマップ

整備など、水防体制の充実強化を図る

Ｑ

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

ど
の
よ
う
な
作
成
方
法
、
活

用
を
行
う
の
か

Ａ

命
を
守
る
た
め
に
必
要
な

防
災
情
報
に
市
民
の
知
り
た

い
情
報
を
加
え
、
見
や
す
く

理
解
し
や
す
く
使
い
や
す
い

も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
市
民
の
意
見
を
反
映
し
た

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
防

災
リ
ー
ダ
ー
へ
研
修
を
行
い
、

防
災
訓
練
な
ど
で
地
区
住
民

に
も
理
解
し
て
い
た
だ
く
。

Ｑ

危
険
家
屋
や
空
き
家
は
、

今
後
増
え
て
い
く
と
思
う
が

Ａ

所
有
者
が
わ
か
る
特
定
空

き
家
に
つ
い
て
は
助
言
指
導

を
行
う
。
市
が
解
体
す
る
よ

う
指
導
書
を
出
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
解
体
工
事
費
の
補

助
が
あ
る
。
制
度
を
活
用
し

て
も
ら
い
な
が
ら
特
定
空
き

家
の
対
策
を
し
て
い
き
た
い
。

空き家対策に1100万円

― 行政指導、除却への助成などで、生活環境

の保全と安心・安全な市民生活を確保する

建築指導に1億500万円

― 建築指導や耐震改修などに対する助成を通

じ、市民の生命・健康・財産の保護を図る

Ｑ
「
既
存
民
間
施
設
の
福
祉

避
難
所
と
し
て
の
改
修
整
備
」

と
は
ど
う
い
う
内
容
か

Ａ

福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定

さ
れ
た
倉
吉
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

が
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
に
実
施
す
る
耐
震
化

と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
対
し
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
補
助
金
を
利
用
し
、
補
助

を
行
う
。

活
力
に
満
ち
、
豊
か
な
心
と
文
化
が

息
づ
く
ま
ち

適正配置準備に90万円

― 適正配置について意見を集約。集合学習、

多人数でのさまざまな教育活動を展開する

Ｑ

集
合
学
習
の
具
体
的
な
計

画
は

Ａ

平
成
30
年
度
は
外
国
語
活

動
、
体
育
な
ど
の
合
同
学
習
、

総
合
学
習
の
時
間
を
使
っ
た

体
験
学
習
な
ど
を
実
施
。
児

童
か
ら「
新
し
い
友
だ
ち
が
で

き
て
う
れ
し

い
」な
ど
の
声

が
あ
り
、
教

育
的
効
果
も

高
く
、
引
き

続
き
行
う
。

小学校運営に4800万円

―図書館の機能充実、情報教育指導員配置、

教員加配、非常勤教員配置など

Ｑ

複
式
学
級
補
助
員
と
は

Ａ

平
成
30
年
度
は
灘
手
小
学

校
の
２
・
３
年
生（
14
人
）
と

４
・
５
年
生（
15
人
）で
、
複
式

学
級
を
実
施
。
補
助
員
を
配

置
し
、
学
習
や
生
活
指
導
の

補
助
を
行
う
。
補
助
員
は
、

学
校
を
退
職
し
た
経
験
豊
富

な
人
で
あ
り
、
学
校
の
評
価

も
高
い
。

　
鳥
取
県
の
複
式
学
級
の
基

準
は
、
２
つ
の
学
年
の
児
童

数
の
合
計
が
15
人
以
下
。

指定文化財保存整備に2100万円

― 市内の指定文化財を適切に保存して次世代

に継承していくため、その保全整備を行う

Ｑ

小
川
家
住
宅
・
小
川
氏
庭

園
の
修
理
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

Ａ

母
屋
の
修
理
に
つ
い
て
は
、

め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
も
の

の
、価
値
あ
る
文
化
財
の
た
め
、

所
有
者
の
意
向
に
沿
い
な
が

ら
修
復
作
業
に
取
り
組
む
。

　
庭
園
は
、
令
和
３
年
の
公

開
を
目
指
し
、
駐
車
場
整
備

や
受
付
、
ト
イ
レ
、
案
内
板

の
設
置
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

イメージキャラクター作製事業に140万円

― くらすけくんの積極的なＰＲ活動で、親近

感の醸成・市の認知度向上を図る

Ｑ

グ
ッ
ズ
・
Ｐ
Ｒ
・
宣
伝
の

取
り
組
み
は

Ａ

民
間
事
業
者
の
デ
ザ
イ
ン

使
用
は
39
件（
平
成
31
年
２

月
末
現
在
）。
こ
の
ほ
か
市
で

も
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
参
加
者
に
配
布

し
て
い
る
。

　
ど
ん
ど
ん
く
ら
す
け
く
ん

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
市

民
が
愛
着
を
持
ち
、
来
訪
者

に
も
倉
吉
へ
の
共
感
を
持
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
。

市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

支
え
る
仕
組
み
の
充
実

（3）令和元.6



【議案質疑】
【質疑とは？】

　市長から提案された議案に対し、賛否の態度決定が可能になるよう、疑問や不明確な点を問う

発言をいいます。自己の意見を述べることはできません。倉吉市議会では質疑回数は１議題５回

までとなっています。

３月
平成３１年

第２回

定例会

※ 掲載は通告順です。発言順とは異なります。

議員名 通　告 担当部局

藤井 隆弘

３１
一般  元気の出る地域づくり支援 企画産業部
３１
一般  スポーツ活動振興 企画産業部
３１
一般  保育所運営 健康福祉部
３１
一般  がん検診 健康福祉部
３１
一般  鳥獣被害総合対策事業 企画産業部
３１
一般  もうかる６次化・農商工連携支援事業 企画産業部
３１
一般  適正配置準備 教育委員会
３１
一般  小学校運営（学校） 教育委員会
３１
一般  中学校運営（学校） 教育委員会
３１
一般  指定文化財保存整備 教育委員会
３１
国保  保健事業費 健康福祉部
３１
介護  包括的支援事業費 健康福祉部

鳥飼 幹男

３０
一般
補正  大谷工業団地再整備事業 企画産業部
３１
一般  ふるさと納税 企画産業部
３１
一般  企画政策推進 企画産業部
３１
一般  保育所運営 健康福祉部
３１
一般  動物愛護事業 企画産業部
３１
一般  観光一般 企画産業部
３１
一般  観光施設維持管理事業（関金地区） 企画産業部
３１
一般  琴桜記念館運営事業 企画産業部

福井 康夫

３１
一般  企画政策推進 企画産業部
３１
一般  地籍調査 総務部
３１
一般  園芸産地継承システムづくり支援事業 企画産業部
３１
一般  もうかる６次化・農商工連携支援事業 企画産業部
３１
一般  ポップカルチャーによる観光客等誘致促進事業 企画産業部
３１
下水  雨水補助事業 建設部

米田 勝彦

３１
一般  建築指導 建設部
３１
一般  空き家対策 建設部
３１
一般  小学校保健 教育委員会
３１
一般  小学校教職員用パソコン機器賃借料（債務負担行為） 教育委員会
３１
一般  中学校教職員用パソコン機器賃借料（債務負担行為） 教育委員会

佐藤 博英

３０
一般
補正  地方バス路線維持対策費補助金 企画産業部
３１
一般  定住対策事業 企画産業部
３１
一般  建築指導 建設部
特別
職  特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正について 総務部
消費
税法  消費税法の一部改正等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 総務部
下水
条例  倉吉市公共下水道条例等の一部改正について 建設部

山口 博敬

３０
一般
補正  財産管理 総務部
３１
一般  表彰式・叙勲・褒章 総務部
３１
一般  自衛官募集 総務部
３１
一般  被災者住宅再建支援事業 総務部
３１
一般  出産手当金支給 総務部
３１
一般  健康教育 健康福祉部
３１
一般  指定文化財保存整備 教育委員会
３１
一般  史跡大御堂廃寺跡整備事業 教育委員会
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議案の疑問を質す― 平成３１年３月４日（月）、５日（火）には、執行部から提出された議案に対し、各議員が

質疑を行いました。

※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることとなっています。

議員名 通　告 担当部局

大月 悦子

３１
一般  水防対策 総務部
３１
一般  地域支え愛活動支援事業 健康福祉部
３１
一般  障がい者福祉一般単独 健康福祉部
３１
一般  保健衛生一般 健康福祉部
３１
一般  小学校教材整備 教育委員会
３１
一般  中学校教材整備 教育委員会
３１
簡水  衛生管理 水道局

福谷 直美

３１
一般  安全・安心生活空間の整備（社会資本整備総合交付金） 建設部
３１
一般  建築指導 建設部
３１
一般  空き家対策 建設部
３１
一般  防災センター管理事業 総務部
３１
一般  史跡大御堂廃寺跡整備事業 教育委員会

丸田 克孝

３１
一般  イメージキャラクター作製事業 企画産業部
３１
一般  若者定住・IJUターン事業 企画産業部
３１
一般  もうかる６次化・農商工連携支援事業 企画産業部
３１
一般  畜産経営改善 企画産業部
３１
一般  観光一般 企画産業部
３１
一般  琴桜記念館運営事業 企画産業部
３１
一般  ポップカルチャーによる観光客等誘致促進事業 企画産業部

鳥羽 昌明

３１
一般  定住対策事業 企画産業部
３１
一般  水防対策 総務部
３１
一般  災害対策 総務部
３１
一般  ふるさと納税 企画産業部

佐々木 敬敏

３１
一般  観光一般 企画産業部
３１
一般  もうかる６次化・農商工連携支援事業 企画産業部
３１
一般  森林病害虫等防除 企画産業部

竺原 晶子

３１
一般  観光一般 企画産業部
３１
一般  観光施設維持管理事業（関金地区） 企画産業部
３１
一般  琴桜記念館運営事業 企画産業部
３１
一般  もうかる６次化・農商工連携支援事業 企画産業部

伊藤 正三

３１
一般  （歳入）市税 総務部
３１
一般  （歳入）地方消費税交付金 総務部
３１
一般  交通安全対策 総務部
３１
一般  建築指導 建設部
３１
一般  空き家対策 建設部
３１
一般  小学校就学援助 教育委員会
３１
一般  中学校就学援助 教育委員会
３１
一般  部活動指導員配置事業 教育委員会
３１
一般  山上憶良短歌募集 教育委員会

３０
一般
補正

… 議案第３号 平成３０年度倉吉市一般会計補正予算（第１０号） ３１
下水

…議案第１８号 平成３１年度倉吉市下水道事業特別会計予算

３１
一般

… 議案第１０号 平成３１年度倉吉市一般会計予算 特別
職

… 議案第２７号 特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正について

３１
国保

… 議案第１１号 平成３１年度倉吉市国民健康保険事業特別会計予算 消費
税法

… 議案第２８号 消費税法の一部改正等に伴う関係条例の整備に関する条
例の制定について

３１
介護

… 議案第１２号 平成３１年度倉吉市介護保険事業特別会計予算 下水
条例

… 議案第３３号 倉吉市公共下水道条例等の一部改正について

３１
簡水

… 議案第１４号 平成３１年度倉吉市簡易水道事業特別会計予算
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【一般質問】
【一般質問とは？】

　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針

などについての報告や説明を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われて

いるかを質すものです。倉吉市議会では、基本的に１人あたりの質問時間は、２５分です。

３月
平成３１年

第２回

定例会

◎印のついた質問は、次頁以降詳細に記載しています。

一般質問通告一覧表より
【通告とは？】

　本会議で発言しようとする議員

は、あらかじめ議長に対して質問

する項目を明らかにするために、

文書で通告を行います。この文書

を「質問通告書」と言います。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

く
ら
よ
し

丸田 克孝

◎ 外国人労働者の受け入れについて

キャッシュレス化への取組について

運転免許証自主返納の現状と今後

について

藤井 隆弘

◎
人口減少・高齢化社会の（自助)・

共助・公助（平成３１年度当初予算

編成について）

人口減少・高齢化社会の（自助）・

共助・公助（公助について）

人口減少・高齢化社会の（自助）・

共助・公助（共助について）

大津 昌克

行財政運営（改革）について

◎
総合計画の現状と評価および今後

について

福谷 直美

◎ 看護大学の現状と課題について

県有施設の活用について

県立美術館について

ラグビー場の進捗状況について

PFIの活用について

大月 悦子

◎
「女性の視点をいかした防災対策」

について

「フレイル予防を通した健康寿命の

まちづくり」について

「市役所第２庁舎移転に伴う本庁舎

利用・活用」について

新
政
会

竺原 晶子

◎
乳幼児期のメディア環境と接触実

態について

国保を使わなかった人へギフトカ

タログが届く件について

伊藤 正三

災害対策について

 非住家・空き家・空地対策について

公立小中学校先生の働き方について

◎ 特性を活
い

かした地域づくりについて

福井 康夫

国際交流の推進について

関金温泉地の振興について

◎ 森林対策について

住民サービスについて

会
派
名

議員名 発言通告要旨

公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同

鳥羽 昌明

◎
倉吉市の人口移動の現状と今後の

対策について

鳥取県中部地震の復興の現状と今

後について

児童虐待防止のための本市の体制

について

山口 博敬

連休対応について

第２庁舎について

倉吉市のポイ捨て条例について

◎ 農業振興について

鳥飼 幹男

◎ 倉吉市営住宅の入居制度について

会計年度任用職員制度の導入につ

いて

く
ら
よ
し
創
生

米田 勝彦

高齢者・女性の就労支援について

◎ 市役所の観光資源化について

住民票の保存期間について

英語教育について

広域連合の一般廃棄物処分場につ

いて

佐々木 敬敏

◎ 農業振興について

小中学校の適正配置について

保育園の適正配置について

震災の対応について

日
本
共
産
党

佐藤 博英

◎ 教育の問題について

国民健康保険について

保育士について

ガン検診について
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市
政
の
課
題
を
洗
い
出
し
、解
決
策
を
探
る

　
平
成
31
年
３
月
第
２
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
平
成
31
年
２
月
22
日
（
金
）
か
ら
３
月
20
日
（
水
）

ま
で
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
、
各
特
別
会
計
予
算
、
陳
情
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
録
（
質
問
、
答
弁
な
ど
）
は
、
市
立
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※掲載は、質問順です。（頁ごと、上段右から）

【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
　

…
新
政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党

丸田 克孝

 

　
外
国
人
雇
用
は
増
加
傾
向
で
、
４
月

に
は
外
国
人
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
が
中

部
に
も
開
設
予
定
。住
民
と
の
関
係
構
築
、

相
談
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
う
多
文
化
共

生
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
市
も
参
加
し
、

外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
に
つ
い
て
課
題

を
共
有
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、

自
治
公
民
館
連
合
会
と
も
相
談
し
、
住

民
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
る
よ
う
、
行
政
と
し
て
努
力
す
る
。

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ 

受
け
入
れ
側
と
地
区
住
民

と
の
関
わ
り
方
と
行
政
側
の
で
き
る
こ
と
は

藤井 隆弘

 

　
全
員
参
加
の
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
知
恵
を
出
し
、
能
力
を
生

か
す
こ
と
が
大
事
。

　
総
合
戦
略
作
成
時
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
方
式
の
市
民
対
話
集
会
を
し
な
が
ら

作
業
を
進
め
た
よ
う
に
、
多
く
の
人
と

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
進
め
る
の
も
や

り
方
の
一
つ
。
自
助
、
共
助
、
公
助
そ
れ

ぞ
れ
が
機
能
す
る
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
努
力
し
た
い
。

人
口
減
少
・
高
齢
化
社
会
に
お
け
る「
自
助
・
共
助
・
公

助
の
役
割
」に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
問
う
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大月 悦子

 

　
防
災
会
議
委
員
31
人
中
、
女
性
は
５

人
、
自
主
防
災
組
織
で
は
１
８
７
の
自

治
公
民
館
の
う
ち
、
女
性
代
表
者
は
１

人
、
防
災
士
53
人
中
、
女
性
は
２
人
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
防
災

対
策
を
や
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
女
性
の

参
画
を
増
や
す
努
力
を
し
た
い
。

　
地
域
防
災
計
画
策
定
へ
の
女
性
の
参

画
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
人
材
養
成
に
さ

ら
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

平
時
の
準
備
が
大
切 

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
防
災

対
策
。
市
の
取
り
組
み
の
現
状
と
こ
れ
か
ら

福井 康夫

 

　
生
産
森
林
組
合
は
森
林
の
経
営
な
ど

が
目
的
で
あ
り
、
公
益
的
な
団
体
と
の
位

置
付
け
は
難
し
く
、
減
免
は
難
し
い
。
一

つ
の
方
法
と
し
て
は
、
認
可
地
縁
団
体
に

な
れ
ば
収
益
事
業
を
し
な
い
限
り
は
非

課
税
と
な
る
の
で
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
は
平
成
30
年
度
に

１
４
０
０
万
円
の
配
分
が
あ
り
、
生
産

森
林
組
合
な
ど
の
森
林
の
間
伐
や
育
成

な
ど
を
行
う
支
援
に
使
う
こ
と
は
可
能
。

生
産
森
林
組
合
の
育
成
と
減
免
に
つ
い
て 

森
林
環
境
税
創

設
で
人
材
育
成
と
担
い
手
の
確
保
な
ど
支
援
を

伊藤 正三

 

　
現
在
も
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
付
加

価
値
の
高
い
も
の
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
で
、
県
と
も
協
調
し
な
が
ら
新
分
野

の
展
開
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
地
元
の
企
業
の
規
模
拡
大

支
援
、
若
者
に
魅
力
の
あ
る
業
種
、
Ｉ

Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
に
つ
な
が
る
企
業
の

立
地
促
進
と
い
う
観
点
か
ら
、
あ
る
程

度
業
種
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
し
ぼ
っ
て
企

業
誘
致
に
努
め
て
い
き
た
い
。

従
来
の
人
手
を
必
要
と
す
る
企
業
誘
致
で
は
な
く
、
高
度

技
術
開
発
や
Ａ
Ｉ
研
究
所
な
ど
の
誘
致
に
取
り
組
む
べ
き

竺原 晶子

 

　
日
本
小
児
科
医
会
か
ら
子
ど
も
と
メ

デ
ィ
ア
の
問
題
に
対
す
る
５
つ
の
提
言

が
な
さ
れ
て
い
る
。
乳
幼
児
健
診
、
保

育
園
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
両
親

学
級
で
も
こ
の
提
言
も
含
め
て
啓
発
・

説
明
を
し
て
い
る
。

　
早
い
う
ち
か
ら
し
っ
か
り
と
、
子
ど
も

と
親
と
の
両
方
に
メ
デ
ィ
ア
の
与
え
る

影
響
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
努
力
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

生
き
る
力
を
奪
う
乳
幼
児
期
か
ら
の
メ
デ
ィ
ア
接
触

に
警
告
！ 

心
や
体
へ
の
影
響
理
解
と
対
応
急
務
!!

大津 昌克

 

　
現
在
の
第
11
次
倉
吉
市
総
合
計
画
で

は
、
施
策
ご
と
に
成
果
指
標
を
設
定
し

て
い
る
が
、
１
９
９
項
目
の
う
ち
目
標
達

成
し
た
も
の
は
20
・
６
％
と
厳
し
い
状
況
。

次
期
計
画
は
令
和
３
年
度
以
降
の
計
画

で
あ
り
、
令
和
元
年
度
か
ら
準
備
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
住
民
や
各
種

団
体
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
頂

き
な
が
ら
、
夢
の
あ
る
次
期
計
画
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

現
在
の
総
合
計
画
は
残
り
２
年
と
な
っ
た
が
、
そ
の

現
状
と
評
価
お
よ
び
今
後
の
倉
吉
像
に
つ
い
て

福谷 直美

 

　
卒
業
生
の
９
割
以
上
の
県
内
就
職
が

内
定
。
ま
た
、
学
生
の
１
／
４
が
県
中
部

出
身
者
で
あ
り
、
十
分
に
地
元
高
校
生

の
進
学
先
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
。

　「
ま
ち
の
保
健
室
」「
ま
め
ん
な
か
え
師

範
塾
」な
ど
の
事
業
は
地
域
の
活
性
化
、

健
康
づ
く
り
や
住
民
意
識
の
向
上
に
大

い
に
貢
献
し
て
い
る
。
看
護
大
学
が
誘

致
で
き
た
こ
と
を
本
市
の
強
み
と
し
て
、

十
分
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

看
護
大
開
学
か
ら
４
年
、
期
待
の
卒
業
生
が
生
ま
れ
る
。

大
学
と
市
と
の
連
携
な
ど
、
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
聞
く
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山口 博敬

 

　
農
業
は
古
く
か
ら
倉
吉
の
地
域
経
済

を
支
え
る
重
要
な
基
幹
産
業
。
後
継
者

確
保
と
し
て
、
定
年
帰
農
者
を
新
た
な

担
い
手
と
し
て
支
援
す
る
事
業
や
、
生

産
部
が
農
業
大
学
校
生
対
象
の
相
談
会

や
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
い
る
。
中
山
間
地

対
策
で
は
耕
作
放
棄
地
に
な
ら
な
い
よ

う
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
対
応
。
ア

シ
ス
ト
ス
ー
ツ
導
入
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
農

業
に
つ
い
て
状
況
に
応
じ
て
対
応
す
る
。

倉
吉
の
農
業
の
位
置
づ
け
と
、
後
継
者
確
保
、
中
山
間
地

対
策
、
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）を
備
え
た
農
機
具
の
利
活
用
は

鳥飼 幹男

 

　
公
営
住
宅
の
限
ら
れ
た
戸
数
の
中
で
、

一
般
入
居（
低
所
得
者
向
け
）と
例
外
的

な
優
先
入
居
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
。
ま

た
、
優
先
入
居
は
場
所
を
特
定
し
た
募

集
の
た
め
校
区
も
特
定
さ
れ
る
が
、
一
般

入
居
は
希
望
の
校
区
に
応
募
可
能
。
ど

ち
ら
が
い
い
の
か
慎
重
な
検
討
が
必
要
。

　
マ
ロ
ニ
エ
住
宅（
関
金
）を
活
用
し
た
期

限
付
き
子
育
て
世
帯
向
け
優
先
入
居
は
、

一
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
検
討
し
た
い
。

市
営
住
宅
入
居
に
子
育
て
世
帯
向
け
区
分
を
設
け
、
入

居
機
会
の
拡
大
を
図
る「
期
限
付
き
入
居
」を
推
進
し
て
は

鳥羽 昌明

 

　
県
の
調
査（
平
成
29
年
）で
は
市
の
社

会
減
は
２
９
３
人
で
、
う
ち
約
１
／
３
が

湯
梨
浜
町
へ
の
転
出
。
移
住
者
な
ど
の

外
向
き
の
施
策
だ
け
で
な
く
転
出
抑
止

の
取
り
組
み
も
重
要
。
そ
の
際
、
補
助

金
合
戦
と
な
ら
な
い
よ
う
慎
重
に
考
え

た
い
。
社
会
増
減
は
今
後
の
政
策
目
標

に
も
目
標
値
設
定
し
て
取
り
組
み
た
い
。

ま
た
市
民
の
満
足
度
、
市
民
信
頼
度
が

高
ま
る
計
画
づ
く
り
を
し
た
い
。

隣
接
自
治
体
へ
の
人
口
転
出
超
過
が
続
い
て
い
る
。
市

民
の
満
足
度
向
上
、
転
出
抑
制
の
取
り
組
み
強
化
を

【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
　

…
新
政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党

佐藤 博英

 

　
教
員
の
数
が
足
り
な
い
と
い
う
制
度

的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
か

ら
の
要
望
や
議
員
か
ら
の
要
望
、
中
学

校
長
会
あ
る
い
は
小
学
校
長
会
か
ら
基

礎
定
数
の
見
直
し
を
お
願
い
す
る
こ
と

を
継
続
し
て
い
く
。

　
具
体
的
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
新
年

度
に
協
議
を
続
け
て
い
き
た
い
。

教
員
の
働
き
方
は
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
い
る
。

ど
う
対
応
す
る
か

佐々木 敬敏

 

　
緊
急
時
の
迅
速
な
避
難
行
動
に
つ
な

げ
る
対
策
と
し
て
、
た
め
池
マ
ッ
プ
、
緊

急
連
絡
網
、
浸
水
想
定
区
域
図
の
整
備
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
。
18
か
所
は

作
成
済
み
。
追
加
８
か
所
に
つ
い
て
は

必
要
に
応
じ
作
成
。
施
設
の
機
能
維
持

や
補
強
対
策
と
し
て
管
理
者
の
指
導
や

保
全
管
理
体
制
の
強
化
、
管
理
施
設
の

整
備
、
低
水
位
管
理
や
、
た
め
池
の
廃

止
を
促
す
と
い
っ
た
対
策
を
講
じ
る
。

農
業
用
た
め
池
の
管
理
保
全
法
案
改
正
後
の
本
市
の

対
応
に
つ
い
て

米田 勝彦

 

　
十
分
観
光
資
源
化
を
す
る
価
値
が
あ

る
。
単
体
と
し
て
の
意
味
も
、
観
光
コ
ー

ス
に
す
る
意
味
も
あ
る
。

　
ほ
か
の
観
光
資
源
と
の
組
み
合
わ
せ

を
考
え
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
か
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
必
要
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

倉
吉
市
役
所
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
貴
重
な
観
光

資
源
。
ま
ち
づ
く
り
や
文
化
観
光
に
活
用
を

（9）令和元.6



【常任委員会とは？】

　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願など

を審査します。行政の事務は多岐にわたり、専門的であるため、合理的・能率的

に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、分科的に調査・審査します。

【常任委員会】
３月
平成３１年

第２回

定例会

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
に
は
22
件

の
議
案
と
２
件
の
陳
情
が
付
託
さ

れ
、
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
の

う
ち
、
総
務
建
設
常
任
委
員
会
関
係

で
は
、
倉
吉
市
震
災
復
興
計
画
の

最
終
年
度
の
被
災
者
住
宅
再
建
支

援
事
業
に
つ
い
て
対
象
世
帯
へ
の

支
援
金
に
７
８
０
０
万
円
、
第
２

庁
舎
の
整
備
に
７
億
９
９
０
０
万

円
、
駐
車
場
の
整
備
等
移
転
関

係

の

経

費

１

億

６
９
０
０

万

円

な
ど
が
計
上
さ
れ
、
総
額
で
は

２
７
９
億
６
６
６
０
万
２
千
円
と
な

り
、
平
成
30
年
度
に
比
べ
２
・
２
％

増
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
と
し
て
、
２
億
６
８
６
０
万

２
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額

３
１
３
億
６
７
６
万
５
千
円
の
う
ち

総
務
建
設
常
任
委
員
会
関
係
の
予
算

案
件
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
全
22
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議

を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
妥
当
な

も
の
と
認
め
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
陳
情
第
１
号 

全
国
知
事
会
の
提

言
に
基
き
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
は
、

賛
成
者
な
し
に
よ
り
不
採
択
、
陳
情

第
２
号 

市
民
の
知
る
権
利
に
関
す
る

陳
情
に
つ
い
て
は
、
賛
成
２
、
反
対

２
の
可
否
同
数
に
よ
る
委
員
長
裁
決

に
よ
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

総務建設常任委員会

委員

佐々木 敬敏 委員長

藤井 隆弘 副委員長

大津 昌克 委員

坂井 徹 委員

鳥飼 幹男 委員

所管

総務部、建設部、会計課、 

水道局、議会事務局、 

選挙管理委員会、監査委員、

公平委員会

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
12
件

の
議
案
と
２
件
の
陳
情
が
付
託
さ

れ
、
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
福
祉
関
係
で
は
、
福
祉
制
度
や
相

談
体
制
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
よ
う
求

め
る
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
。
ま
た
、

小
中
学
生
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
に
つ
い
て
、
定
期
接
種
（
無
料
）

に
す
る
よ
う
国
に
要
望
し
た
い
と

し
、
民
生
委
員
の
数
が
不
足
し
て
い

る
現
状
に
つ
い
て
は
「
県
に
増
員
要

望
を
出
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
教
育
関
係
で
は
、
教
師
の
多
忙
化

へ
の
対
応
に
つ
い
て
「
非
常
勤
職
員

の
配
置
や
研
修
・
行
事
・
会
議
・
電

話
受
付
時
間
な
ど
の
見
直
し
を
来
年

度
に
向
け
て
行
っ
て
い
る
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案

は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
陳
情
第
３
号 

青
少
年
健
全
育
成

基
本
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
、
陳
情
第
５
号 

後
期
高

齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
原
則
１

割
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
趣
旨
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

教育福祉常任委員会

委員

佐藤 博英 委員長

丸田 克孝 副委員長

竺原 晶子 委員

鳥羽 昌明 委員

福井 康夫 委員　

所管 健康福祉部、教育委員会

第２庁舎整備が進められている堺町２丁目
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企
画
産
業
常
任
委
員
会
に
は
９
件

の
議
案
と
１
件
の
陳
情
が
付
託
さ

れ
、
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
10
号 

平
成
31
年
度
倉
吉

市
一
般
会
計
予
算
の
審
査
で
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
商
工
観
光
課
か

ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
基
金
積
み
立

て
は
６
億
円
余
の
予
算
計
上
を
し
て

い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
に
つ
い
て
は
、
地
域
づ
く
り
支

援
課
か
ら
「
倉
吉
で
の
聖
火
リ
レ
ー

に
つ
い
て
は
県
の
実
行
委
員
会
で
検

討
中
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
も
う
か
る
６
次
化
・
農
商

工
連
携
支
援
事
業
の
補
助
対
象
者
に

つ
い
て
農
林
課
か
ら
「
関
金
地
区
の

農
業
者
で
、
生
産
、
加
工
、
販
売
ま

で
一
貫
し
て
取
り
組
ま
れ
る
」
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
人
権
政
策
課
か
ら
は
差
別
問
題

の
状
況
に
つ
い
て
「
最
近
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
差
別
の
実
態
が
厳
し
く

な
っ
て
き
た
。
危
機
意
識
・
問
題
意

識
を
持
っ
て
も
ら
い
、
啓
発
に
努
め

た
い
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
玉
川
の
清
掃
活
動
に
つ
い
て
は
、

環
境
課
か
ら
「
市
民
団
体
に
よ
る
清

掃
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
市

は
収
集
さ
れ
た
ご
み
の
運
搬
支
援
を

行
っ
て
い
る
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
は
農
業

委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
報
酬
に
つ
い
て
「
農
業
委
員
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
報
酬
に

加
え
、
農
地
の
借
り
手
貸
し
手
の

あ
っ
せ
ん
活
動
を
し
た
場
合
に
５
千

円
が
加
算
さ
れ
る
」
と
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案

は
全
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
陳

情
第
４
号 

奥
山
等
の
放
置
人
工
林

を
計
画
的
に
皆
伐
し
天
然
林
に
戻
す

こ
と
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て
は
継

続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

企画産業常任委員会

委員

福谷 直美 委員長

米田 勝彦 副委員長

伊藤 正三 委員

大月 悦子 委員

山口 博敬 委員

所管 企画産業部、農業委員会

中心市街地活性化調査特別委員会

委員

 鳥飼 幹男 委員長、竺原 晶子 副委員長、 

伊藤 正三 委員、佐々木 敬敏 委員、 

藤井 隆弘 委員、丸田 克孝 委員、山口 博敬 委員

　第４回中心市街地活性化調査特別委員会が平成

３１年３月１８日（月）に開催されました。

　特別委員会の立ち上げから1年を経過する中で、

事業の進捗や、今後の課題についての意見交換を

行いました。

　委員からは、周辺自治体とも連携し、中部圏内

全体での滞在型・回遊型の観光施策を打ち出して

いく必要があることや、倉吉市を訪れる人が観光

名所間をスムーズに移動するための誘導の仕組み

などについても活発な議論がなされました。

【特別委員会】

【特別委員会とは？】

　臨時的に特別な問題について審査または調査を必要とする場合に設置されます。

３月
平成３１年

第２回

定例会

（11）令和元.6



【議案等の議決結果】

―一般会計予算など３８議案、陳情５件などを審議―

３月
平成３１年

第２回

定例会

 議案番号 件　名 賛成 反対

報告 第 1号 議会の委任による専決処分について（倉吉市特別医療費助成条例の一部改正について） 報告受理

報告 第 2号 議会の委任による専決処分について（損害賠償の額の決定について） 報告受理

議案 第 3号 平成30年度倉吉市一般会計補正予算（第10号） 原案可決

議案 第 4号 平成30年度倉吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案 第 5号 平成30年度倉吉市介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決

議案 第 6号 平成30年度倉吉市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案 第 7号 平成30年度倉吉市温泉配湯事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案 第 8号 平成30年度倉吉市下水道事業特別会計補正予算（第6号） 原案可決

議案 第 9号 平成30年度倉吉市駐車場事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案 第 10号 平成31年度倉吉市一般会計予算 13 1

議案 第 11号 平成31年度倉吉市国民健康保険事業特別会計予算 13 1

議案 第 12号 平成31年度倉吉市介護保険事業特別会計予算 原案可決

議案 第 13号 平成31年度倉吉市後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決

議案 第 14号 平成31年度倉吉市簡易水道事業特別会計予算 13 1

議案 第 15号 平成31年度倉吉市温泉配湯事業特別会計予算 13 1

議案 第 16号 平成31年度倉吉市住宅資金貸付事業特別会計予算 原案可決

議案 第 17号 平成31年度倉吉市土地取得事業特別会計予算 原案可決

議案 第 18号 平成31年度倉吉市下水道事業特別会計予算 13 1

議案 第 19号 平成31年度倉吉市駐車場事業特別会計予算 13 1

議案 第 20号 平成31年度倉吉市集落排水事業特別会計予算 13 1

議案 第 21号 平成31年度倉吉市高城財産区特別会計予算 原案可決

議案 第 22号 平成31年度倉吉市小鴨財産区特別会計予算 原案可決

議案 第 23号 平成31年度倉吉市北谷財産区特別会計予算 原案可決

議案 第 24号 平成31年度倉吉市上北条財産区特別会計予算 原案可決

議案 第 25号 平成31年度倉吉市水道事業会計予算 13 1

議案 第 26号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 原案可決

議案 第 27号 特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正について 原案可決

議案 第 28号 消費税法の一部改正等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 13 1

議案 第 29号 倉吉市手数料条例の一部改正について 原案可決

議案 第 30号 倉吉市携帯電話等エリア整備事業分担金等徴収条例の制定について 原案可決

議案 第 31号 倉吉市国民健康保険条例の一部改正について 13 1

議案 第 32号 倉吉市介護保険条例の一部改正について 原案可決

議案 第 33号 倉吉市公共下水道条例等の一部改正について 13 1

議案 第 34号 倉吉市水道布設工事監督者及び水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部改正について 原案可決

議案 第 35号 倉吉市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 原案可決

議案 第 36号 権利の放棄について 原案可決

議案 第 37号 辺地総合整備計画（高城南部）の策定について 原案可決

議案 第 38号 平成31年度倉吉市一般会計補正予算（第1号） 原案可決

議案 第 39号 倉吉市せきがね湯命館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決

議案 第 40号 人権擁護委員候補者の推薦について 同意

選挙 第  1号 鳥取中部ふるさと広域連合議会議員の補欠選挙 指名推選

議員
発議

第  1号 天皇陛下御即位三十年にあたり、天皇・皇后両陛下に差し上げる賀詞 原案可決

倉吉市議会議員大津昌克君に謝罪を求める動議 7 6

動議の撤回請求について（伊藤正三議員と福井康夫議員に対する懲罰の動議） 承認

審議の結果

賛否が分かれた案件は、その内訳を表記しています。
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　平成３１年３月第２回倉吉市議会定例会が、平成３１年２月２２日（金）から３月

２０日（水）まで開催され、一般会計予算、各特別会計予算、陳情などが審議されました。

○賛成、　×反対、　※除斥、　－議長のため表決に加わらず

　　
賛
成
反
対

議
決
結
果

丸
田
　
克
孝

藤
井
　
隆
弘

大
津
　昌
克

大
月
　
悦
子

福
谷
　
直
美

福
井 

康
夫

伊
藤
　正
三

竺
原
　晶
子

坂
井
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鳥
飼
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鳥
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山
口
　
博
敬

米
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勝
彦

佐
々
木
　
敬
敏

佐
藤
　
博
英

 議案番号 件　名 議案に対する賛否

議案 第 10号 平成31年度倉吉市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ×           13 1 原案可決

議案 第 11号
平成31年度倉吉市国民健康保険事業特別会

計予算
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ × 13 1 原案可決

議案 第 14号 平成31年度倉吉市簡易水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ × 13 1 原案可決

議案 第 15号 平成31年度倉吉市温泉配湯事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ × 13 1 原案可決

議案 第 18号 平成31年度倉吉市下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ × 13 1 原案可決

議案 第 19号 平成31年度倉吉市駐車場事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ × 13 1 原案可決

議案 第 20号 平成31年度倉吉市集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ × 13 1 原案可決

議案 第 25号 平成31年度倉吉市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ × 13 1 原案可決

議案 第 28号
消費税法の一部改正等に伴う関係条例の整

備に関する条例の制定について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ × 13 1 原案可決

議案 第 31号 倉吉市国民健康保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ × 13 1 原案可決

議案 第 33号 倉吉市公共下水道条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ × 13 1 原案可決

倉吉市議会議員大津昌克君に謝罪を求める

動議
× × ※ × × ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ × × ○ 7 6 原案可決

賛否の内訳

■ 

採
決
で
賛
否
が
分
か
れ
た
案
件

・ 

議
案
第
10
号 

平
成
31
年

度
倉
吉
市
一
般
会
計
予
算

・ 

議
案
第
11
号 

平
成
31
年

度
倉
吉
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

・ 

議
案
第
14
号 

平
成
31
年

度
倉
吉
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

・ 

議
案
第
15
号 

平
成
31
年

度
倉
吉
市
温
泉
配
湯
事

業
特
別
会
計
予
算

・ 

議
案
第
18
号 

平
成
31
年

度
倉
吉
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

・ 

議
案
第
19
号 

平
成
31
年

度
倉
吉
市
駐
車
場
事
業

特
別
会
計
予
算

・ 

議
案
第
20
号 

平
成
31
年

度
倉
吉
市
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算

・ 

議
案
第
25
号 

平
成
31
年

度
倉
吉
市
水
道
事
業
会

計
予
算

・ 

議
案
第
28
号 

消
費
税
法

の
一
部
改
正
等
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・ 

議
案
第
31
号 

倉
吉
市
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

・ 

議
案
第
33
号 

倉
吉
市
公

共
下
水
道
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

▼
採
決 

い
ず
れ
も
起
立
多

数
に
よ
り
原
案
可
決

・ 

倉
吉
市
議
会
議
員
大
津

昌
克
君
に
謝
罪
を
求
め

る
動
議

▼
採
決 

起
立
多
数
に
よ
り

原
案
可
決

【
会
派
名
】  

…
く
ら
よ
し
　

…
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政
会
　

…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　

…
く
ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党
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【議案等の議決結果】

３月
平成３１年

第２回

定例会

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
請
願
・
陳
情
は
、
倉
吉
市
に
対
し
て
「
こ
う

し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
、
皆
さ
ん
の
意
見
や

要
望
を
市
の
仕
事
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

で
す
。
市
政
に
つ
い
て
要
望
な
ど
が
あ
る
と
き

は
、
ど
な
た
で
も
市
議
会
に
対
し
て
請
願
・
陳

情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
は
、
請
願
を
３
件
、
陳
情
を
11
件

受
理
し
ま
し
た
。

　
請
願
・
陳
情
が
採
択
さ
れ
て
も
、
そ
の
実
現

に
つ
い
て
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市

議
会
は
最
善
の
努
力
を
す
べ
き
政
治
的
・
道
義

的
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
請
願
・
陳
情
は
文
書
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

請
願
は
、
日
本
国
憲
法
第
16
条
で
保
障
さ

れ
た
国
民
の
基
本
的
権
利
で
あ
り
、
そ

の
方
式
や
処
理
の
手
続
き
は
法
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
提
出
の
際
に
は
、
請
願
者
の
ほ

か
、
１
人
以
上
の
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

陳  

情
は
、
方
式
や
処
理
の
手
続
き
に
つ
い

て
法
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
議
員
の
紹

介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
取
り
扱
い
は
、
請
願
・
陳
情
と
も
に
議
会
運

営
委
員
会
の
判
断
の
も
と
、
審
査
が
必
要
な
も

の
は
常
任
委
員
会
な
ど
で
慎
重
に
審
査
し
、
本

会
議
で
採
否
を
決
め
、
そ
の
結
果
を
請
願
・
陳

情
者
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

請願・陳情は次の要領で 

　　　　　提出をお願いします

1  文書は日本語で作成してください。

2   内容は、具体的、簡明に記載して

ください。異なる事項については、

別々の請願・陳情として提出して

ください。

3   国などへ意見書提出を伴うものに

ついては意見書の案を添えてくだ

さい。

4   代表者の押印のないものは、受理

することができません。また、署

名者の押印がない場合は、請願（陳

情）者の数には含みませんので、ご

注意ください。

5   請願書には１人以上の紹介議員の

署名または記名押印が必要です。

6   提出(代表)者には結果を回答しま

すので、提出文書には連絡先(電話

番号を含む)の記載をお願いします。 

　　
賛
成
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議
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結
果

丸
田
　克
孝

藤
井
　
隆
弘

大
津
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悦
子

福
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　直
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福
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康
夫

伊
藤
　正
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坂
井
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明
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口
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敬

米
田
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彦

佐
々
木
　敬
敏

佐
藤
　博
英

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会）

委員長報告に対する賛否

陳情 第 1号
全国知事会の提言に基き日米地位協定の
見直しを求める意見書提出について

不採択
（総務建設）

○ ○ ○ ○ × × ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 3 不採択

陳情 第 2号 市民の知る権利に関する陳情
不採択

（総務建設）
× × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × 8 6 不採択

陳情 第 3号
青少年健全育成基本法制定を求める意見
書提出について

趣旨採択
（教育福祉）

○ ○ × ○ ○ × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × 11 3 趣旨採択

陳情 第 4号
奥山等の放置人工林を計画的に皆伐し天
然林に戻すことを求める陳情

継続審査
（企画産業）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0 継続審査

陳情 第 5号
後期高齢者の医療費窓口負担の原則１割
の継続を求める意見書提出について

趣旨採択
（教育福祉）

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ × ○ ○ × 11 3 趣旨採択

請願・陳情の結果

○賛成、　×反対、　－議長のため表決に加わらず
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【
会
派
名
】  

…
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ら
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…
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…
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ら
よ
し
創
生
　

…
日
本
共
産
党

会派・個人

視察報告 【平成３１年２月～平成３１年４月分】

期間 ２月１０日（日）～１１日（月・祝） 旅費総額 ５３，９３０円

視察先・目的 福岡県宗像市 グローバルアリーナ
・ 「地方自治と子ども施策」全国自治体シンポジウム

２０１８宗像

視察者（会派） 竺原晶子 １人

期間 ２月１２日（火） 旅費総額 ４３，３００円

視察先・目的 熊本県荒尾市 荒尾市役所
・荒尾市奨学金返済わか者就労支援事業について

・インフルエンザ予防接種の助成について

視察者（会派）  鳥羽昌明 １人

期間 ２月１２日（火）～１４日（木） 旅費総額 １５９，４６０円

視察先・目的 新潟県新潟市 新潟市役所 国際交流について

視察者（会派）  坂井徹、福井康夫 ２人

期間 ２月１８日（月） 旅費総額 ２，６４０円

視察先・目的 鳥取県境港市 境港市役所 フレイル予防について

視察者（会派）  大月悦子 １人

期間 ３月２５日（月）～２６日（火） 旅費総額 ８３，０５０円

視察先・目的
島根県邑南町 （一社）食と農人材育成センター 邑南町の取り組みについて

島根県浜田市 浜田市役所 空き家バンク制度について

視察者（会派）  大津昌克、福谷直美、藤井隆弘、丸田克孝 ４人

期間 ３月２５日（月）～２７日（水） 旅費総額 １７６，０４０円

視察先・目的

長崎県佐世保市 ハウステンボス株式会社 人口減少社会におけるロボットの活用について

長崎県長崎市 やまさ海運株式会社 観光資源の活用について

長崎県平戸市 平戸市役所
・平戸観光応援隊について

・平戸市内周遊定期観光バスについて

視察者（会派）  佐々木敬敏、米田勝彦 ２人

期間 ４月１５日（月）～１７日（水） 旅費総額 ３１５，４８０円

視察先・目的

福岡県福岡市 福岡市社会福祉協議会
・住まいサポートふくおかについて

・ふれあいサロン活動について

福岡市福津市 福津市役所 コミュニティ・スクールについて

大分県豊後高田市 豊後高田市役所 昭和の町について

視察者（会派）  鳥羽昌明、鳥飼幹男、山口博敬　  佐藤博英 ４人

倉吉市議会

行政視察の詳しい情報は、倉吉市議会の

ホームページをご覧ください。
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大月 悦子委員長、米田 勝彦副委員長

佐藤 博英委員、竺原 晶子委員、鳥羽 昌明委員

倉吉市地域おこし協力隊

　杉中 惇
じ ゅ ん ぺ い

平さん

　　

「一歩踏み出す人の背中を押し、 

　　　　　サポートする制度の充実を」

　平成２８年１０月に大阪から倉吉に地域おこ

し協力隊として引っ越してきて２年半、中心市

街地活性化に携わってきました。人口減少・高

齢化、空き家・空き店舗対策…特に深刻と感じ

たのが、さまざまな場面で問題に上がる「プレ

イヤー不足」。きっと倉吉だけでなく日本全国

で同じようなことで困っているのでしょう。

― チャレンジショップ

　活性化に取り組む中で、チャレンジショップ

を知りました。手ごろな家賃で商売にチャレン

ジできる上、経営のサポートもしてもらえる魅

力的な仕組み。妻と相談し、平成３０年８月か

らチャレンジショップでタピオカ飲料販売店

「ペトリス」の営業に挑戦することにしました。

わざわざ来てくれるお客さんに喜んでもらえる

ように知恵を絞る日々は、とても新鮮で面白い

です。 

― 「チャレンジタウン倉吉」に

　大阪から倉吉に来たキッカケ、商売を始め

たキッカケ。「挑戦するにはキッカケが大事や

なぁ」と感じます。

　今後の倉吉の発展のためには、「気軽に挑戦

できるキッカケ」を生み出し、「一歩踏み出す人

の背中を押し、サポートする制度」を充実させ

ることが必要だと考えます。これからは、きっ

かけを後押しし、挑戦する人が集まる「チャレ

ンジタウン」を目指してはどうでしょうか。

令和元年 ６月

第３回 倉吉市議会定例会

【会　　期】 ６月１７日（月）～７月４日（木）

【会議日程】

月日
曜
日

会議
区分

時 間 内　容

６月１７日 月 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明

１８日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

１９日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

２０日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

２１日 金 予　備　日

２２日 土 休　　会

２３日 日 休　　会

２４日 月 本会議 午前１０時
付議議案に対する質疑

～委員会付託

２５日 火 予　備　日

２６日 水 委員会 総務建設常任委員会（予定）

（録画）

２７日 木 委員会 企画産業常任委員会（予定）

２８日 金 休　　会

２９日 土 休　　会

３０日 日 休　　会

７月１日 月 委員会 教育福祉常任委員会（予定） （録画）

２日 火 予　備　日

３日 水 議事整理日

４日 木 本会議 午前１０時
委員長報告

～付議議案の討論・採決

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり
　 （※常任委員会は、録画放送）

　

大
型
連
休
、
メ
デ
ィ

ア
か
ら
は
各
地
の
ラ
ッ

シ
ュ
状
況
や
改
元
に
伴

う
行
事
が
繰
り
返
し
流
れ
、
新
時
代

の
高
揚
感
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
我
が
家

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
毎
年
田
ご

し
ら
え
。
連
休
の
終
わ
り
頃
に
は
田
に

水
を
充
て
、
準
備
万
端
の
夫
。
友
だ
ち

優
先
の
日
帰
り
長
男
。
仕
事
だ
と
２
泊

３
日
で
戻
っ
て
し
ま
っ
た
二
男
ロ
ス
を
、

イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
で
会
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
た
。
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連
休
と
い
え
ど
、
訪
れ
る
人
が
い

れ
ば
、
受
け
入
れ
る
人
も
い
る
。
連
休

中
も
働
く
親
に
と
っ
て
子
ど
も
の
預
け

先
は
悩
ま
し
い
。
倉
吉
の
子
ど
も
た
ち

は
、
安
心
安
全
に
過
ご
せ
た
だ
ろ
う
か
。

　

国
連
が
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
採

択
し
て
30

年
、
日
本
が
批
准
し
て
25

年
。「
生
き
る
」「
育
つ
」「
守
ら
れ
る
」と

い
う
権
利
と
と
も
に
、「
参
加
す
る
」権

利
を
う
た
っ
た
条
約
。
児
童
福
祉
法

改
正
案
に
は
子
ど
も
の
意
見
表
明
権

を
保
障
す
る
仕
組
み
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
子
ど
も
が
安
心
し
て
意
見
を
出

せ
る
環
境
を
作
り
、
小
さ
な
声
を
拾

え
る
社
会
に
な
る
た
め
に
、
私
た
ち

大
人
の「
子
ど
も
観
」を
改
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
編
集
委
員　

竺
原 

晶
子
）

※ 倉吉市議会の情報は、ホームページでもご覧いただけます。

。 倉吉市議会


